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臨床研究のお知らせ 

 筑波学園病院泌尿器科ではさまざまな臨床研究を行っています。臨床研究のうち、たとえば患者さんへの侵襲

や介入がなく、診療情報などの情報のみを用いて行う研究については、国が定めた倫理指針に基づき、研究の目

的を含めて、研究の実施についての情報を通知または公開し、さらに可能な限り拒否の機会を保証することが必

要とされています。 

 今回私たちは、男性不妊症の治療目的に行われる精索静脈瘤手術の治療成績向上を目指して、下記の臨床研究

を行いたいと考えております。研究を行うにあたっては、対象となる方が特定できないよう、個人情報の保護に

は十分な注意を払います。もしも、下記の研究内容に該当すると思われた方やそのご家族（ご遺族）で、対象と

なる方の診療情報が用いられることにご質問などがある方やご同意をいただけない方は下記の連絡先にご連絡

ください。 

 

1. 研究課題名 

精索静脈瘤を伴う男性不妊患者に対する手術療法における、精液検査改善予測因子の検討 ～静脈瘤グレードの

診察所見とエコー所見の比較～ 

 

2. 対象患者 

当院泌尿器科において 2014 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日までに精液検査異常を指摘され、その治療目的

に精索静脈瘤根治術を受けられた患者さんのうち、術後 2 ヶ月目以降に少なくとも 1 回以上の精液検査を受け

られた患者さんです。 

 

3. 研究の目的 

精索静脈瘤根治術は男性不妊症治療において最も有効性が高い治療の一つですが、現在のところ術前に効果を予

測する方法は確立されておりません。その中で術前に診断した精索静脈瘤の程度は、手術による精液検査改善と

ある程度相関があるとされています。しかし静脈瘤の診断方法や、どの程度以上の静脈瘤ならば手術による治療

効果が出やすいのか、などについては様々な意見があり、いまだに結論はついていません。 

そこで本検討では、当院において男性不妊症治療目的に精索静脈瘤根治術を施行された患者さんを対象に、術前

の静脈瘤診察所見とエコー所見のうち、どちらがより術後の精液検査所見改善と相関するのかを検討します。 

 

4. 研究の方法 

 対象となる方の診療情報をカルテから収集させていただきます。この研究のために新たな処置・検査等は行わ

れません。そのため研究に参加することにより特別に負担が増えるものではありません。 

 対象となる方の診療情報は、下記の項目を収集させていただきます。 

· 患者背景情報：年齢、既往歴、生活歴、妊娠歴、内服歴 

· 診察による精索静脈瘤診断結果（左右のグレード）、左右精巣サイズ 

· 超音波による内精索静脈診断結果（血管径、静脈血逆流の有無、逆流の程度） 

· 精液検査所見 
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· 内分泌検査

· 妊娠予後

· 手術方法

5. 研究に参加することによって得られる効果と予測される結果

 予測される結果は、医学の進歩への貢献です。最終的には、対象となる方がこの研究に参加していただいた結

果が、将来の精索静脈瘤を伴う男性不妊症患者さんの診断、治療に有益な情報を提供していただくことになりま

す。 

6. 研究で得られた情報の開示・提供について

この研究の結果は、学会などでの発表、論文として医学雑誌などへの発表に使用される予定です。 

 個々の患者さんに結果をお知らせすることはありませんが、開示請求をいただければ、対応させていただきま

す。 

7. 研究機関名および研究責任者名

筑波学園病院 泌尿器科 医長 山崎一恭 

8. 本研究への参加を希望されない場合

 対象となる方ご本人やご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず、情報の利用または提供の停止を希望

される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。なお、過去に筑波学園病院の泌尿器科に勤務されていた

医師の方でご自身が関与した診療に関する情報の研究利用をご希望されていない場合も本研究への参加拒否の

機会は保証されます。ただし、すでに研究結果が公表されている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

9. 本研究に関する連絡先

 この研究でわからないことや心配なことがありましたら、いつでも担当医師または以下の問い合わせ先（相談

窓口）におたずねください。 

筑波学園病院 泌尿器科 山崎一恭、内田将央 

TEL. 0570（03）1355 


